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全国地域紙協議会加盟紙

◎千葉県立美術館
コレクション展第1期

▼期間・5月23日（日）まで開催中。内容★名品1-

技法の趣・浅井忠の「藁屋根」高村光太郎の「手」

石井林響の「木華開耶姫」第1・第2展示室★浜口

陽三-闇と色彩の戯れ-ビロードのような闇と淡

い色彩が織りなす浜口の版画芸術を紹介。第3展

示室★働くとき、休むとき-美術の中のさまざま

な日常-さまざまな人々の日常の中の働く姿と休

む姿を捉えた作品。第8展示室

コレクション展第2期

▼期間・5月29日（土）～7月4日（日）内容★名品

2-技法の趣2-浅井忠の「フォンテンブローの夕

景」やミレーの「垣根に沿って草を食む羊」日本

画では東山魁夷の「春雪」ガラス工芸の藤田喬平

の「飾」など各分野で優れた業績を残した作家の

作品。第8展示室★香取秀真-近代金工と古典-千

葉県印旛郡に生まれた香取秀真は古典的で格調

高い金工作品で評価を受け文化勲章をうけまし

た。代表的作品のほか梵鐘調査資料などを展示。

第3展示室★作家たちの青春と外国‐若き作家た

ちが外国で得たもの-明治・大正・昭和の一時期を

外国で過ごした作家たちは、そこで如何にして過

ごし、何を得たのか。また帰国後その体験をどの

ように政策に活かしたのか。各作家が外国で政策

した作品を軸にしてその当時の暮らしぶりやエ

ピソードを交えて紹介。

第1・2展示室▼入場料・一般300円（240円）高校

・大学生150円（120円）（　）内は20名以上の団

体料金。中学生以下・65才以上の方・障害者手帳

をお持ちの方と介護者1名は無料※6月15日（県民

の日）はどなた様も無料

▼問い合わせ・℡043-242-8311 FAX043-241-7880

◎千葉市美術館
市美術館企画展　大・タイガー立石展

POP-ARTの魔術師

絵画、陶彫、漫画、絵本、イラストなどのジャン

ルを縦横無尽に横断しながら独創的な世界を展

開したタイガー立石（立石紘一、立石大河亞

1941-1998）。時代や社会を象徴する人物やイメー

ジなどを多彩に引用して描かれたその作品は、和

製ポップ・アートの先駆けとして注目を集めまし

た。1965年からはナンセンスな漫画も描きはじ

め、子どもたちの間で流行した「ニャロメ」とい

う言葉は赤塚不二夫と交流があった彼の造語で

した。その後イタリアへ渡り、1985年からは千葉

市と市原市を拠点に活動し、絵本や陶彫作品も制

作しました。本展では、日常があべこべになるよ

うな立石の不思議で魅力的な世界を、約200点の

作品・資料からひもときます。

▼現在開催中～7月4日（日）まで▼時間10時～18

時（金・土は20時まで）▼休室日：5月6日（木）

・24日（月）、6月7日（月）▼会場：市美術館8、

7階展示室▼料金一般1,200円、大学生700円、高校

生以下無料▼問い合わせ：市美術館▼電話：

043-221-2311

◎背骨コンディショニング　腰痛解決講座
稲毛新聞４月号「今月の人」をご覧になった方か

ら多くの問合せをいただいたので千葉で講座を

開催します。▼期日：5月23日 (日) 13:30～16:30

▼会場：千葉市中央区新千葉2-1-8トーヨーテク

ノビル2階（ツヅキ整骨院）※開催会場へのお問合

わせはご遠慮ください▼定員３名▼申込締切日5

月14日▼受講料5,500円税込▼主担当講師：高梨

嘉代▼参加条件：骨折、外傷、妊娠、あるいはそ

の疑いや可能性のある場合はご遠慮ください▼

受講特典：ベーシックブックと仙骨枕を贈呈（す

でに本や仙骨枕をお持ちの方も特典や受講料に

変更なし）▼持ち物：受講料・筆記用具・フェイ

スタオル・動きやすい服装・ストレッチ（ヨガ）

マットまたはバスタオル▼申込み：背骨コンディ

ショニングＨＰからhttps://www.sebone-c.org

▼キャンセル料：受講日14日前から料金の20％

◎ギャラリー古島
「アジアの布コレクション展」

5月14日（金）～5月16日（日）

「第7回　墨の樹　書展」

5月22日（土）～5月25日（火）

☆ギャラリー古島・中央区春日2-25-11・2F(JR

西千葉駅西友側徒歩1分)℡043-243-3313 FAX

043-241-3041

市市民民ガガイイドド
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●今●月●の

●人
なのはな整骨院

株式会社アテンド 代表取締役 　

異業種とのコラボで新たな道を切り開く

（43歳）稲毛区在住

　稲毛駅東口から徒歩1

分、「なのはな整骨院」

を運営するのは株式会

社アテンドの代表取締

役、金英泰さん。

　子どものころからス

ポーツ好きだった金さ

んは、小学3年生から学

生時代を通してサッカ

ーに打ち込んでいた。

サッカー中の怪我がきっかけで人

体や治療に興味を持ち、暁星国際

高等学校卒業後は柔道整復師・鍼

灸専門学校へ。地元のサッカーチ

ーム「ＦＣ千葉なのはな」に所属し

ていた当時の縁が現在の「なのは

な整骨院」開業につながっている

という。

　新型コロナウイルス感染症の影

響で経営状況が厳しくなっている

整骨院も多いようだが、なのはな

整骨院でも昨年から来院する患者

が減っているとのこと。そこで金

さんは自宅療養中の方や歩行が困

難な方のために、訪問リハビリ等

の往診を開始。

その後、訪問施術の需要は増え

続け、今では全体の４割近くまで

伸びた。また、デイサービス・介護

施設・レストラン・歯科医など他の

業種とコラボした施術も好評で、

様々な企業と関わり共に課題に取

り組んだ結果、新たな道が開けた

と語る。「運動・食事・歯の治療と

いった本来、別々のサービスと私

たちの施術を組み合わせること

で、お役に立てる

場が増えてきまし

た。企業さんの取

り組みのなかでの

課題に、弊社がど

のように力になれ

るのかと考えて生

まれたサービスで

す。患者さんから

も企業さんからも

喜んでいただいています」。

　なのはな整骨院で提供される施

術はすべて有資格者スタッフによ

るもので、その効果だけではなく親

切丁寧な対応も患者さんから定評

がある。「スタッフの質に自信があ

ります。礼儀正しく人柄もよく、朝

礼で言ったことも素直に実行して

くれますし、どこへ出しても恥ずか

しくない人材ばかりです」と金さ

ん。そんなスタッフが安心していつ

までも働けるようにと、業務の効率

化や労働時間の短縮化、有給消化の

促進など労働環境の整備にも力を

入れてきたという。

　金さんが目指すのは人に寄り添

う会社。「困っている人に対してど

うサポートできるのかを常に考え

て行動してきました。それを喜んで

もらえたからこそ今の自分があり

ます。これからも人とのつながりを

大切にしながら、得意分野を生かし

お手伝いできることを追求してい

きます」◇なのはな整骨院◇稲毛区

小仲台6-2-8◇043-239-7092

　　　　　　【取材 真田はる代】

　　
弊
社
代
表
取
締
役
佐
藤
正
成
天
寿
を
全
う
い
た
し
去

る

4月

8日

81歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
な
お
葬
儀
は

4月

11日
に
近
親
者
の
み
に
て
相
済
ま
せ
ま

し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
ご
通
知
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
妻
、
佐
藤
節
子
専
務
取
締
役
が
代
表
と
な
り
、従
来

通
り
の
業
務
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
変
わ

ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

有
限
会
社
稲
毛
新
聞
社

金　英泰さん

　
編
集
部
が
取
材
し
た
と
こ

ろ
、
廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
で

地
権
者
が
廃
棄
物
の
撤
去
を
す

べ
き
で
あ
り
市
は
手
を
出
せ
な

い
こ
と
、
所
有
者
に
取
材
し
よ

う
に
も
、
も
と
も
と
は
部
落
の

土
地
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
所

有
者
が
明
治
の
時
代
に
８ ６
名
の

共
有
名
義
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
撤
去
義
務
者
で

あ
る
現
在
の
地
権
者
の
特
定
が

で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
解
決
困

難
な
複
数
の
問
題
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

平
成
９
年
に
敷
地
内
に
設
置

さ
れ
た
千
葉
市
教
育
委
員
会
の

案
内
板
に
よ
れ
ば
、
明
治
１ ５
年

に
明
治
天
皇
が
近
衛
師
団
に
よ

る
演
習
を
ご
覧
に
な
る
た
め
に

こ
の
地
で
休
息
を
取
ら
れ
た
と

の
記
載
が
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
地

元
か
ら
の
要
望
に
よ
り
案
内
板

を
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
が
石
碑
や
土
地
を
管

理
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

し
て
い
る
。
市
の
ほ
か
の
部
署

に
照
会
し
て
も
、
市
が
管
理
ま

た
は
支
援
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
の
が
回
答
だ
っ

た
。

　
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
石
碑
の
そ
ば
に
は
廃
棄
さ

れ
た
木
製
の
納
屋
の
よ
う
な
も

の
や
廃
材
が
放
置
さ
れ
て
い

る
。
傾
い
て
い
る
物
置
な
ど
が

雑
然
と
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
石

碑
の
周
り
に
は
石
碑
の
建
立
場

所
を
示
す
４
体
の
石
が
埋
め
ら

れ
て
い
る
が
、
枯
れ
枝
や
一
部

の
ゴ
ミ
は
そ
の
領
域
内
に
入
り

込
み
、
石
碑
本
体
に
接
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
明
治
天
皇
の
行
幸
碑
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
は
、
許
し
が
た
い
無
礼
な

扱
い
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
し
、
稲
毛
駅
の
す
ぐ
そ

ば
の
街
中
と
し
て
は
極
め
て

残
念
な
光
景
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
棄
物

処
理
法
）
」
に
よ
れ
ば
、「
廃

棄
物
の
処
理
は
た
と
え
不
法

投
棄
の
ご
み
で
あ
っ
て
も
地

主
に
そ
の
撤
去
の
責
任
が
あ

る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
道
上
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
不
法
に
捨
て
ら
れ
た

ご
み
は
市
が
回
収
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
ご
み
置
き
場
に
ほ
か
の
住
人

が
粗
大
ご
み
を
捨
て
て
い
っ
た

場
合
、
管
理
組
合
が
費
用
を
負

担
し
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
だ
か

ら
管
理
を
厳
し
く
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
　

こ
の
石
碑
の
ご
み
の
撤
去
も

地
主
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
の
土
地
は
も
と
も
と

地
域
の
所
有
地
で
あ
り
、
明
治

時
代
の
８ ６
名
の
共
有
名
義
に
な

っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
に
協
力
を
要
請
し
て
も
、
私

有
地
で
あ
る
以
上
、
行
幸
碑
の

敷
地
で
あ
る
と
し
て
も
、
市
が

ゴ
ミ
の
撤
去
に
乗
り
出
す
こ
と

は
考
え
に
く
い
と
こ
ろ
だ
。

　
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
下
総

国
検
見
川
村
、
畑
村
、
稲
毛
村

は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
葛
飾

県
に
所
属
し
、
の
ち
に
印
旛
県

と
統
合
さ
れ
、
印
旛
県
が
木
更

津
県
と
合
併
し
て
千
葉
県
と
な

っ
た
が
、
明
治
２ ２
年
に
こ
の
３

村
が
合
併
し
て
一
つ
の
千
葉
郡

検
見
川
村
が
誕
生
、
明
治
２ ４
年

に
町
制
施
行
に
よ
り
千
葉
郡
検

見
川
町
と
な
り
、
昭
和
１ ２
年
２

月
１ １
日
に
千
葉
市
に
編
入
さ
れ

て
「
千
葉
市
稲
毛
」
に
な
る
ま

で
、
稲
毛
は「
検
見
川
村
稲
毛
」、

「
検
見
川
町
稲
毛
」
で
あ
っ
た
。

石
碑
の
裏
面
に
「
ケ
ミ
川
　
小

川
忠
蔵
　
刺
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
の
は
そ
の
名
残
で
あ
っ
て
、

現
在
の
稲
毛
駅
界
隈
も
当
時
は

検
見
川
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
登
記
制
度
が
で
き
る
以
前
の

古
い
土
地
台
帳
に
よ
る
と
、
石

碑
が
あ
る
「
稲
毛
東
三
丁
目
」

は
、
明
治
時
代
の
字
が
「
上
穴

川
」
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
土
地
台
帳
の
こ
ろ
か
ら

石
碑
の
あ
る
土
地
の
地
目
は

「
原
野
」
で
あ
り
、当
初
の
所
有

者
の
記
載
は
「
村
中
持
」（
む
ら

じ
ゅ
う
も
ち
。
地
域
、部
落
の
財

産
で
あ
る
こ
と
を
表
す
）
か
ら

８ ６
名
の
共
有
名
義
に
所
有
者
が

変
更
さ
れ
、
そ
れ
が
現
在
の
登

記
簿
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

　
名
前
だ
け
が
８ ６
名
分
記
載
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
住
所
の
記
載

は
な
い
か
ら
本
人
の
特
定
が
困

難
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
現
在
の

正
式
な
相
続
人
を
探
し
出
す
の

は
不
可
能
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
く
、
地
権
者
の
特
定
が
困
難

で
あ
る
以
上
、
法
律
の
定
め
ど

お
り
に
地
権
者
に
撤
去
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
ず
、
関
係
者
は

困
惑
し
て
い
る
。

　
本
紙
は
、
様
々
な
問
題
を
内

包
し
て
い
る
こ
の
案
件
に
取
り

組
み
、
数
回
に
わ
た
り
連
載
で

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、取
材
を
進
め
る
中

で
解
決
法
を
探
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

【
取
材
武
田
弥
太
郎
】

法
の

規
定

で
動

け
な
い

千
葉

市

長年にわたり放置されたままの石碑

　
Ｊ
Ｒ
稲
毛
駅
東
口
交
差
点
か
ら
稲
毛
浅
間
神
社
に
向
か
う
道
路
、
Ｊ
Ｒ
の
ガ
ー
ド
を
潜
っ
て
す
ぐ
左
側
に
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。明

治
１ ５
年
（
一
八
八
二
年
）
５
月
に
明
治
天
皇
が
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
明
治
２ ９
年
（
一
八
九
六
年
）
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
表
に
は
「
明
治
１ ５
年
５
月
４
日
千
葉
郡
中
野
原
對
抗
運
動
御
幸
之
際
御
野
立
所
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
裏
面

に
は
「
明
治
２ ９
年
３
月
２
日
稲
毛
區
民
建
立
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
「
ケ
ミ
川
小
川
忠
蔵
刺
」と
製
作
者
ら
し
き
人
の
名
も
彫
ら

れ
て
い
る
。
地
元
に
は
知
ら
れ
て
い
る
記
念
碑
で
あ
る
が
、
こ
の
碑
の
ま
わ
り
に
廃
棄
物
が
放
置
さ
れ
て
お
り
、
見
栄
え
が
悪
い
し
、何

よ
り
行
幸
碑
の
あ
り
よ
う
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
と
の
意
見
が
本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
。

　　　　　教育委員会案内板の内容

８ ６
名

の
共

有
名

義

地
権
者
特
定
は
困
難


